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「補聴器をこ
れるので、フ

「変わらな

さん（26）。最後にあいさつを促される
と、「晴れやかな気持ちで引退を迎えら
れた」と語って感極まり、約30秒の沈
黙。報道陣に背を向け、涙を拭って照れ
笑い。向き直って「新たな目標を見つけ
て笑顔で…」。再び青葉に詰まった後に
「前に進んでいきたいと思います」とさ
わやかな表情で締めくくった＝神代雅夫
撮影　　　　　　　【記事12・13・29両】

小池新党に支援要請

露悪園田 �高気圧に覆われそ いは寒気の影響で昼 
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ノ
主
事
一
－
重
口
走
い
い
」
V
二
・
本
∠
ヱ
十
人
叫
葺
く
．
↓
在

っ
た
と
感
じ
る
の
は
五
人
に
一
人
に
と

ど
ま
っ
た
。

（
石
井
絶
代
美
、
森
川
清
志
）
＝
「
や

さ
し
く
声
を
掛
け
て
」
㊨
面

い
を
受
け
た
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
「
あ
る
」
が
四
十
三
人

（
3
4
・
9
％
）
、
「
な
い
」
が
七

十
九
人
（
6
4
・
2
％
）
だ
っ
た
。

差
別
的
な
扱
い
を
受
け
た
場

で
障
害
者
に
対
応
す
る
「
合
理

的
配
慮
」
を
義
務
付
け
て
い
る

が
、
役
所
な
ど
公
共
施
設
で
あ

っ
た
差
別
的
扱
い
の
実
例
が
複

数
寄
せ
ら
れ
た
。
厚
生
労
働
省

た
　
ゴ
宝
玉
萄
障
壁
三
者
純
佃
∠
≡
ノ
、
汀
l

ツ
セ
ン
タ
ー
（
北
区
）
、
都
障
害
者

福
祉
会
館
（
港
区
）
の
来
場
者
に
も

実
施
。
回
答
し
た
1
2
3
人
の
障

害
区
分
は
身
体
9
5
人
、
知
的
1
5
人
、

精
神
1
2
人
、
無
記
入
1
人
だ
っ
た
。

田
さ
ん
引
退
会
見

t

幹
事
長
に
続
き
選
対
委
員
長
皇
思
向

民
進
都
連
離
党
や
ま
ず

闇
藷
瀞

七
月
の
東
京
都
議
選
に
向

け
、
民
進
党
都
連
の
選
挙
対
策

委
員
長
を
務
め
る
石
毛
茂
都
議

室
も
＝
三
期
、
西
東
京
市
＝
が

十
二
日
、
本
紙
の
取
材
に
「
現

在
の
党
勢
で
は
、
都
民
要
望
に

応
え
る
受
け
皿
に
な
れ
な
い
。

改
革
を
進
め
て
ほ
し
い
、
と
い

う
都
民
や
支
援
者
の
た
め
に
仕

事
を
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
、
離
党
す
る
意
向
を
示
し

た
。
無
所
属
と
し
て
、
小
池
百

合
子
知
事
が
事
実
上
率
い
る
地

域
政
党
「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の

会
」
に
支
援
を
求
め
る
と
い
う
。

さ
ら
に
、
党
公
認
で
立
候
補

予
定
だ
っ
た
酒
井
大
史
都
議

（
四
〇
＝
四
期
、
立
川
市
＝
も
、

離
党
す
る
意
向
で
あ
る
こ
と
が

判
明
。
酒
井
氏
は
本
紙
の
取
材

に
、
党
都
連
幹
事
長
を
務
め
て

い
た
長
島
昭
久
・
元
防
衛
副
大

臣
が
十
日
に
離
党
届
を
提
出
し

た
こ
と
に
触
れ
「
長
島
氏
と
行

動
を
共
に
し
た
い
。
支
援
者
ら

に
了
解
も
ら
え
る
よ
う
調
整
し

て
い
る
」
と
語
っ
た
。

都
議
選
で
民
進
党
は
三
十
六

人
を
公
認
候
補
に
す
る
予
定
だ

っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
七
人
が

離
党
届
を
提
出
。
こ
の
う
ち
四

人
が
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
の

公
認
を
受
け
て
い
る
。
石
毛
氏

は
近
く
離
党
届
を
提
出
す
る
。

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
は
市

部
の
定
数
二
の
選
挙
区
で
、
民

進
か
ら
離
党
し
た
無
所
属
候
補

へ
の
推
薦
を
検
討
し
て
い
る
。

ペ
ギ
ー
葉
山
さ
ん
死
去

畿
「
ド
レ
ミ
の
歌
」
「
学
生
時
代
」

（
本
名
森
シ
ゲ
子
）
さ
ん
が
十

二
日
、
肺
炎
の
た
め
死
去
し
た
。

八
十
三
歳
。
東
京
都
出
身
。
葬
儀

「
渡
辺
弘
と
ス
タ
ー
ダ
ス
タ
ー

ズ
」
の
専
属
歌
手
に
。
卒
業

後
、
一
九
五
二
年
「
ド
ミ
ノ
」

せ
っ
　
ぶ
ん

に
歌
っ
た
「
南
国
土
佐
を
後
に

し
て
」
が
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
に

な
っ
た
。
米
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
サ
ウ
ン

ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

の
「
ド
レ
ミ
の
歌
」
に
日
本
語

詞
を
付
け
て
歌
い
、
長
年
に
わ

た
っ
て
親
し
ま
れ
た
。
ほ
か
に

「
蔦
の
か
ら
ま
る
チ
ャ
ペ
ル
で
」

で
始
ま
る
「
学
生
時
代
」
、

ロ
ウ
」
　
「
ひ
ら
け
！
ボ
ン
キ
ッ

キ
」
な
ど
に
出
演
し
た
。

九
三
年
芸
術
選
奨
文
部
大
臣

賞
、
九
五
年
紫
綬
褒
章
、
二
〇
〇

四
年
旭
日
小
綬
章
。
女
性
と
し

て
初
め
て
日
本
歌
手
協
会
会
長

を
務
め
た
。
六
五
年
に
俳
優
の

根
上
淳
さ
ん
（
故
人
）
と
結
婚
、

お
し
ど
り
夫
婦
で
知
ら
れ
た
。

◇

に
し
て

エ
ー
ジ
カ
ル
は

ド
・
オ
ブ
・
ミ

0
－
R
e
－
M

し
た
、
「
ド
レ

「
南
国
土
佐
を

曲
で
知
ら
れ
ろ

く
な
っ
た
。
八

の
訳
詞
は
簡
豊

子
ど
も
た
ち
に

れ
て
い
だ
の
で

を
織
り
込
も
う

ド
。
レ
は
レ
モ

う
か
▼
と
こ
ろ

べ
物
は
見
つ
か

飲
料
水
の
商
品


